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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
パ
ワ
ー
の
動
き
は
国
や
大
企
業
が
担
っ
て
き
た
大
規
模
集
中
型
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
地
域
へ
と
分
散
化
さ
せ
る
試
み
で
あ
る
。
だ
が
国
内
で
は
ま
だ
緒

に
就
い
た
ば
か
り
で
課
題
も
多
い
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
先
進
事
例
を
み
な
が
ら
、
日
本

で
地
域
発
の
持
続
的
な
活
動
を
生
み
出
す
仕
組
み
に
つ
い
て
考
え
る
。
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士
通
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美

　
日
本
で
も
地
域
発
の
再
生

エ
ネ
事
業
を
持
続
的
で
広
が

り
の
あ
る
活
動
と
す
る
に

は
、
ま
ず
基
盤
と
な
る
固
定

価
格
買
取
制
度
の
改
良
が
急

務
で
あ
る
。
現
行
制
度
で
は

規
模
別
の
設
定
が
限
定
的
で

あ
り
、
上
限
も
設
け
て
い
な

い
た
め
、
事
業
の
大
型
化
を

誘
導
す
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
。
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
き
め

細
か
な
制
度
設
計
を
行
い
、

小
規
模
事
業
を
優
遇
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
地
域
レ
ベ
ル
の
自
発

的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
に

は
、
ベ
ー
ス
と
な
る
理
論
や

ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
化
が
急
が

れ
る
。
日
本
で
は
こ
れ
か
ら

の
取
り
組
み
で
あ
り
、
指
導

側
の
専
門
性
も
十
分
で
あ
る

と
は
言
え
な
い
。
欧
州
の
よ

う
に
研
究
機
関
が
理
論
や
技

術
を
整
理
し
、
手
本
と
な
る

テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
て
共
有

化
を
図
る
普
及
活
動
が
欠
か

せ
な
い
。

　
同
時
に
関
連
法
や
条
例
の

整
備
も
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
日
本
の
協
同
組

合
法
で
は
組
合
員
以
外
の
利

用
を
抑
制
す
る
員
外
利
用
の

制
限
に
よ
り
、
生
活
協
同
組

合
や
農
協
な
ど
が
非
組
合
員

と
共
同
の
事
業
を
主
体
的
に

進
め
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
こ
の
よ
う
に
条
件
整
備
を

進
め
て
い
け
ば
、
正
し
い
知

識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
た
専

門
家
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

介
し
て
、
先
進
事
例
が
他
地

域
に
波
及
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
お
の
ず
と
構
築
さ
れ
て
い

く
だ
ろ
う
。

　
日
本
は
世
界
で
も
類
を
見

な
い
再
生
エ
ネ
資
源
国
で
あ

り
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
大
き

い
。
こ
れ
を
生
か
す
こ
と
は

地
域
活
性
化
に
不
可
欠
の
前

提
で
あ
る
。

バイオガス発電など再生エネを積極的に取り入れるド
イツの農家
ドイツの学校施設にあるバイオマスボイラ

コミュニティーパワー独の先進事例に学ぶ

多様な担い手地域に根差す農山村地域中心に運営参画

ドイツでは地域熱供給網のパイプライン工事が続いている

固
定
価
格
買
取
制
度
日
本
、
改
良
が
急
務

小規模事業の優遇必要

（ ） 　　 （第２部） ２０１４年 平成２６年 ２月２８日 金曜日 　　

　
再
生
エ
ネ
は
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
地
域
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま

で
、
か
つ
小
規
模
に
分
散
し

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。
こ
の
た
め
地
域
で
資
源

を
発
掘
し
て
運
用
す
る
の
が

効
率
的
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

現
実
に
は
、
資
本
力
の
あ
る

大
企
業
の
大
型
案
件
が
先
行

し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
再
生

エ
ネ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十

分
に
引
き
出
せ
な
い
ば
か
り

か
、
地
域
資
源
の
メ
リ
ッ
ト

を
地
域
の
人
が
享
受
で
き
な

い
事
態
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
再
生
エ
ネ
利
用
の
最
先
端

を
い
く
ド
イ
ツ
で
は
農
山
村

地
域
を
中
心
に
地
域
の
人
々

が
自
ら
出
資
し
、
積
極
的
に

運
営
に
参
画
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
新
た
な
富
が
創
出
さ

れ
て
い
る
。
事
実
、
再
生
エ

ネ
発
電
設
備
の
約
半
数
は
、

個
人
と
農
家
の
所
有
で
あ
る

図
１

。

　
そ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い

る
の
が
固
定
価
格
買
取
制
度

で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
発
電

設
備
の
規
模
別
に
買
取
価
格

を
設
定
し
た
り
、
規
模
の
上

限
を
設
け
た
り
す
る
こ
と

で
、
小
規
模
事
業
に
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
設
計
に
な

っ
て
い
る
。

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
民
間
運
営

会
社
や
自
治
体
エ
ネ
ル
ギ
ー

公
社
な
ど
、
地
域
に
根
差
し

た
多
様
な
担
い
手
の
存
在
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
中
で

も
最
近
注
目
を
浴
び
て
い
る

の
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組

合
で
あ
る

図
２

。
協
同

組
合
で
は
事
業
収
支
の
管
理

が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
出
資

者
へ
の
配
当
基
準
を
明
確
に

す
る
な
ど
、
コ
ス
ト
感
覚
に

た
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
地

域
の
金
融
機
関
か
ら
の
信
頼

も
厚
い
。
必
要
な
取
締
役
の

人
数
の
削
減
な
ど
、
現
状
を

踏
ま
え
た
協
同
組
合
法
の
改

正
も
組
合
拡
大
に
拍
車
を
か

け
て
い
る
。

　
さ
ら
に
地
域
発
の
事
業
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
開
発
会
社
の
存
在
も
大
き

い
。
ド
イ
ツ
で
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
パ
ワ
ー
の
コ
ン
セ
プ

ト
策
定
か
ら
設
計
・
施
工
ま

で
を
担
い
、
完
成
さ
せ
、
こ

れ
を
運
営
主
体
に
引
き
継
ぐ

こ
と
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
い

る
プ
ロ
集
団
が
存
在
す
る
。

こ
の
た
め
再
生
エ
ネ
に
精
通

し
て
い
な
い
一
般
の
市
民
で

も
参
加

出
資

し
や
す
い

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。


